
石垣番号 aと067 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 石垣 位置 G亥 当石垣は円内中′b部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 8.55         下端 855

石垣高さ
左 右

最高 1.57  最高点位置

石垣勾配
左 0.53           右 0.00

最高地点 053

地盤状況 斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 部分崩壊 。ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 小石材多用。

破損の要因と破損状況
略 図

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1
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石垣番号 ai068 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 道路 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

た〒|● リイ寸イ)(ai_067)

左 |す り付け(ai o69)

石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 0,90           右 1.57

最高 1.57  最高点位置

石垣勾配
左 0.35           右 0.53

最高地点 053

地盤状況 斜 面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌ ケ ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 B

特記事項 比較的小石材使用。

破損の要因と破損状況
略 図

叔ケ

滞
綾
ｆ

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

・石垣面の樹木の影響などに
より、ヌケがみられる。

全景写真 1
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左隅角部のズレが顕著である。

略 図

HEte n考階嘲・望ヽエ

天端 6.60         下端 660

左 1.05           右 0.90

打込ハギ・乱積

小ハラミ・ヌケ・ズレ・部分崩壊

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、 ヌケ、小ハラミ、
部分崩壊がみられる。

・小石材で築いたことなどに
より、ズレ、部分崩壊がみ
られる。

全景写真 1
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石垣番号 ai_070 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名
|

石垣部位 土留 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

`(  那わV/く

角の形状

右 1出角

左 |す り付け(ai o69斜 面)

石垣延長 天端 1.50     下端 1.65

石垣高さ
左 0.00           右 1.05

最 高 ■05  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 斜 面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌ ケ ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 間詰石のヌケあり。

破損の要因と破損状況
図

施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

小石材で築いたことなどに
より、ズレがみられる。

全景写真 1
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石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′酪 [に在する)

大きめの石材。

略 図

すり付け

天端 260         下端 2.60

最高 058  最高点位置

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

全景写真 1
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石垣番号 a4072 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土 留 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中 き部に在する)

脚″

角の形状

右1出角

左 (終点の状況が不明)

石垣延長 天端 22.5         下端 22.5

石垣高さ
左 0.60           右 0.58 %ク ″

最 高 110  最高点位置

石垣勾配
左 000            右 0.05

最高地点 020

地盤状況 平坦面

石材種別 害」石
て'｀

   ど

武  【 《石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 部分崩壊・ズレ
c＼ Rヽ キ〉∵§ぶN
。 匈 ②2知

鳥構築年代 Ш期

危 険 度 B

特記事項 露岩を取り込んでいる。破損が顕著。

破損の要因と破損状況
略 図

〒

ど
が

な
壊

題
崩

問
分

の
部

上

ヽ

造
レ

構
ズ

。

等

るヽ

法
り
れ

工
よ
ら

施
に
み

露岩と築石面の不整合など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

小石材で築いたことなどに
より、ズレがみられる。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 a4073 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名
|

石垣部位 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 3.60         下端 360

石垣高さ
左 090           右 020

最高 090  最高点位置

石垣勾配
左 040            右 000

最高地点 040

地盤状況 斜 面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ。舌L積

石垣現状 部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 小石材。

破損の要因と破損状況
略 図

岱 れ /興 残

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 at074 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名 |

石垣部位 土 留 石垣位置 (該 当石垣は円内中′さ部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 1,90     下端 1,90

石垣高さ
左 026           右 0.10

最 高 ■04  最高点位置
//////フ

石垣勾配
左 000           右 0.00

勢一

最高地点 020

地盤状況 斜 面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ш期

危 険 度 B

特記事項 全体的にズレがみられる。

破損の要因と破損状況
図

す
瑚

０ ３

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

石垣面の樹木の影響などに
より、ズレがみられる。

全景写真 1
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石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

小石材。

略 図

すり付け

天端 785          下端 7.85

Zこ 0.15            ア
= 0.15

最高 0.60  最高点位置

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 a1076 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留 在す る )石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中′b郡 |

角の形状

右 |す り付け(ai_077)

左 |す り付け

石垣延長 天端 下 端

石垣高さ
左 045       右 022

最高 045  最高点位置

石垣勾配
左 000           右 000

最高地点 0,00

地盤 J犬 況 斜 面

石材種別 割 石

石積正法 その他(不明)

石垣現状 全壊

構築年代

危 険 度 全壊

特記事項 数石残るのみ。

破損の要因と破損状況
略 図

全壊している。

全景写真 1
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石 垣 位 置 (言亥当石垣は円内中心部に在する)

く
ヾ
り石状の小石材使用。崩落多い。

―
一

すり付イナ(ai_076)

天端 8.30     下端 830

最高 0,25  最高点位

打込ハギ・乱積

鞠
0

破損の要因と破損状況

ど
れ

な
ら

と
み

こ
が

た
壊

い
山朋

築
分

で
部

材

ヽ

石
り

。

小
よ
る

全景写真 1 全景写真 2
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石 lB位置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

―

笏

ぐり石状の小石材。

略 図

斜 働

す り付t)(ai 077)

天端 120     下端 1,20

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

小石材で築いたことなどに
より、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1
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石垣番号 ai079 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土 留 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

筵

れ

角の形状

右

一
左

出角

すり付け

石垣延長 天端 370          下端 3,70

石垣高さ
左 035      右

最高 115  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.25

最高地点 0,25

地盤状況 斜 面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 樹木周辺ズレ多い。

破損の要因と破損状況
略 図

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

石垣面の樹木の影響などに
より、ズレ、部分崩壊がみ
られる。

全景写真 1
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石垣番号 aと080 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名
|

石垣部位 土 留 石 垣 位 置 (言亥当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け(土羽)

左 1出角

石垣延長 天端 6.50         下端 6.50

石垣高さ
左 1.15           右 0.05

最 高 1.15  最高点位超

石垣勾配
左 0.25           右 0.00

最高地点 0.25

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 小方形の石材。

破損の要因と破損状況
略 図

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

小石材で築いたことなどに
より、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1
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石垣番号 ai_081 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

さくとデ多■√

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 20.3     下端 203

石垣高さ
左 0.20           右 070

最高 126  最高点位置

石垣勾配
左 0,00           右 0.00

最高地点 040

地盤状況 斜 面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ハラミ。ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 全体的に小石材。

破損の要因と破損状況
略 図

海 か
5        ,Onl

絵 Ⅲヽ者詳働

施工法等構造上の問題など
により、 ズレ、 ハラミ、 吉[
分崩壊がみられる。

小石材の影響などにより隣
接する石垣に、ズレがみら
れる。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 航_082 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留 石 垣 位 置 (言亥当石垣は円内中ナ酷 [に在する)

角の形状

右 1出角(ai o83)

左 |す り付け(地盤)

石垣延長 天端 6.60          下端 660

石垣高さ
左 0.22      右 140

最 高 140  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 斜 面

石材種別 害」石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 B

特記事項 小石材。

破損の要因と破損状況
略 図

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 ■ 083 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留 石 lB位置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け(地盤)

左 |す り付け(ai o82)

石垣延長 天端 14,90    下端 1490

石垣高さ
左 140         右 0.25

最高 2.10  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.29

地盤状況 斜 面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 一部樹木により崩壊。

破損の要因と破損状況
図

婦
葉欝くヌ籾″

を調みザ
5

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

石垣面の樹木の影響などに
より、ズレがみられる。

小石材の影響などにより隣
接する石垣に、部分崩壊が
みられる。

大石の影響などにより、ズ
レがみられる。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 al_084 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名
|

石垣部位 土留 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け(地盤)

石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 040           右 022

最高 100  最高点位置

石垣勾配
左 000            右 000

最高地点 010

地盤状況 斜 面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌L積

解
5 10

②牝m

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 樹木が多い

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケ、部分
崩壊がみられる。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 ai085 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲輪 名

石垣部位 土 留 石 垣 位 置 6亥 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端 5,00         下端 5.00

石垣高さ
左 0.30           右 103

最高 103  最高点位置

石垣勾配
左 000            右 005

最高地点 005

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

企  市

租れ !  嗣

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 露岩を取り込むc

破損の要因と破損状況
略 図

大石の影響などにより、
ケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 ■ 086 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名
|

石垣部位 土留 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心喜Iに在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1出角

石垣延長 天端 3.00         下端 3.00

石垣高さ
左 1.03           右 0.26

最高 1.03  最高点位置

石垣勾配
左 0.05           右 0.00

最高地点 0.05

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 小石材の多用。

破損の要因と破損状況
図

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1
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石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

大石を置いてその上に石材を積んでいる。

すり付け

すり付け

天端 915     下端 9.15

左 0.70           右 0.30

1,70  最高点位

打込ハギ・乱積

ズレ・部分崩壊

ヌケ         ′支
tレ

破損の要因と破損状況

ど
が

な
壊

題
崩

間
分

の
部

上

ヽ

造
ケ

構
ヌ

。

等

るヽ

法
り
れ

工
よ
ら

施
に
み

・大石の影響などにより、ズ
レがみられる。

全景写真 1
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石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中 心部に在する)

小石材。

略 図

代 る
0                1                2               3莉

天端 465     下端 465

左 0.15           右 0,30

050  最高点位置

打込ハギ・舌L積

ズレ・部分崩壊

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1
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石垣番号 ai089 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 道路 石 垣 位 置 骸 当石垣 は円内中心部に在する )

角の形状

右 |す り付け

左 1出角

石垣延長 天端 865         下端 9,40

石垣高さ
左 3.20           右 0.05

最高 320  最高点位置

石垣勾配
左 025           右 0.00

最高地点 025

地盤状況 斜 面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 正方形に近い石材使用。

破損の要因と破損状況
図

全景写真 1 右変曲点
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石垣番号 江_090 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 その他(橋 ) 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中′b部に在する)

角の形状

右1出角

左1出角

町

罰

石垣延長 天端 3.90     下端 480

石垣高さ
左 1.60            右 3.00

最 高 3.00  最高点位置

石垣勾配
左 0.15           右 025

最高地点 0.25

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 石材が揃っている。両角はやや大きめの正方形に近い石が多い

破損の要因と破損状況
図

Цβ魏溜卵 氏`
撫と、宅,牟、

鎮

安働海

0 1 2  3 4 5m

全景写真 1
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石垣番号 ぬ 091 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲輪 名 |

石垣部位 道路 石垣位置 (該 当石垣 は円内中心部 に在す る )

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端 下端 140

石垣高さ
左 036           右 1.60

最高 1.60  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 015

最高地点 0.15

地盤状況 斜 面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 小石材を使用。ズレがみられる。算木積 (低 )

破損の要因と破損状況
図

施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

小石材で築いたことなどに
より、ズレがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 a1092 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

lr

角の形状

右 |す り付け(地盤)

左 1出角

石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 0.00           右  0。 10

最 高 0.50  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

＼ ぷ

／

ノ

最高地点 0.00

地盤状況 斜 面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 小石材。

破損の要因と破損状況
図

石垣面の樹木の影響などに
より、ズレがみられる。

全景写真 1
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弾一一仰総
・ ４
嚇

石 垣 位 置 (言亥当石垣 は円内中心部に在する )

0       1       2       3      4      5m

略 図

数石残るのみ。

線爾〉くｒ‐‥隅
一ヽ
・ｒ、ｒ

絲
〒

すり付け

天端 7.50         下端 7.50

高 1.50  最高点位置

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

・全壊している。

全景写真 1
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石垣番号 lQa1 001 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 F日 ・郭 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1出角

石垣延長 天端 955         下端 975

石垣高さ
左 320           右 201

最 高 3.20  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.10           右 068

最高地点 0.10

地盤状況 土・平坦面

石材種別 害J石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 良好

構築年代 Ш期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。谷積あり。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

二 0/″″

る垣七ヤとこと亀卜めtミ

千禅と軒I卜 よt(特い
'´

tへ 咎【

→μ

全景写真 1 左変曲点
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大手御門脇曲輪

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

崩落の危険なし。算木積 (高 )

〔

((

天端 460         下端 5.00

左 279           右 3.20

高 3.20  最高点位置 右

左 0,15           右 0.10

打込ハギ・乱積

ュ,″ル

破損の要因と破損状況

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 m003 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端 3.90     下端 475

石垣高さ
左 0.32           右 2.79

最高 2,79  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.99            右 0.15

最高地点 0,15

地盤J犬 況 石 段

石材種別 割石

石積正法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 匝期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

全景写真 1
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石垣番号 kd14 004 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1出角

石垣延長 天端 885          下端 900

石垣高さ
左 右

最 高 181  最高点位置 左

石垣勾配
左 010           右 0.00

最高地点 0.10

lb標 J★ 1耳 平坦面 。石垣

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 昭和58年修理。崩落の危険なし。間詰石のヌケ。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
略 図

ヤ

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 kE1 005 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 5.55         下端 5,90

石垣高さ
左 3.32           右 0.66

最高 3.32  最高点位置 左

石垣勾配
左 0,00           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 昭和58年修理。崩落の危険なし。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

ぎ
"め

更梁

笞

残

全景写真 1
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石垣番号 lQl1 006 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 石 垣 位 置 (言亥当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端 750          下端 360

石垣高さ
左 010           右 375

最高 3.75 最高点位置 右

石垣勾配
左 0.00           右 0.20

最高地点 0.20

地盤状況 土・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

準末緞弯

全景写真 1

上_
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石垣番号 kla1 007 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位
古
子 石 垣 位 置 G亥当石垣は円内中′b部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1出角

石垣延長 天端 1.14 下端 111

石垣高さ
左 048       右 000

最 高 048  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0,00

地盤状況 土・斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。下は土砂で埋もれる。

破損の要因と破損状況
略 図

全景写真 1
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小松山城跡 大手御門脇曲輪

石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

ｔ

叱

鼈
プ

土に埋もれているため石積状況不明。

略 図

0 1 2 飾

天端 645     下端 645

最高 048  最高点位置 右

天端しか確認できず

破損の要因と破損状況

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 hl1 009 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1出角

石垣延長 天端 下端
ｌ
Ｌ

石垣高さ
左 040           右 0.00

最高 0.40  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.00           右 0,00

最高地点 000

地盤状況 土

石材種別 割 石

石積工法 天端しか確認できず

石垣現状 良好

構築年代 Ш期

危 険 度 C

特記事項 土に埋もれているため石積状況不明。覆上で安定。

破損の要因と破損状況
図

大十二
'く

,呈独み

'た

oη 名える

全景写真 1
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石垣番号 血 010 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 櫓 台

″

氏

角の形状

右

一
左

出角

出角

石垣延長 天端 10.6     下端 10.98

石垣高さ
左 2.20      右 047

最高 2.20  最高点位置 左

石垣勾配
左 020         右 0.00

点 020

地盤状況 土・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 H期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
略 図

きりめて慾子

|ん o猾 念浄3

ク、タクみ

噛森な筆貫く|ヽ町夕＼いなヽ .ヽ

0  1  2  3  4  SII

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 lQl1 011 1地 区 名 1      小松山城跡 曲 輪 名 大手御門脇曲輪

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 455     下端 490

石垣高さ
左 200           右 220

最高 最高点位置 右

石垣勾配
左 0.05            右 0.20

最高地点 0,20

地盤状況 土・斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好・割レ 。ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。 窯木積 (低 )

破損の要因と破損状況

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ワレがみら
れる。

図

′」/ヨレ菟

阻韓な髪永ト
だャ■ぃない

2′フん
ん翡ktヶ

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 LY1 012 1地 区 名 1      小松山城跡 曲 輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′b部に在する)

角の形1犬

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 5.30          T端  5.55

石垣高さ
左 0.25           右 2.00

最高 200  最高点位置 右

石垣勾配
左 000           右 0.05

最高地点 005

地盤状況 土・斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 小ハラミ。ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。算木積 (低 )

破損の要因と破損状況
図

79ケ ,だし,ト ラヾ わろぷ 空に くヽヽ 3ヽ

ぁ2働 洋
三

|ミ 7,ヶバレル

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、小ハラミが
みられる。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 貯n013 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 5,85     下端 6.00

石垣高さ
左 1.20            右 0.25

最高 1.20  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.15           右 0.00

最高地点 0.15

地盤状況 土・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハ ラミ・ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
図

式
2貌

・施工法等構造上の問題など
により、 ズレ、 小ハラミが
みられる。

左変曲点
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石垣番号 晰n014 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位
一旱

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 2.00     下端 240

石垣高さ
左 0,00            右 120

最高 120  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.00           右 0.15

最高地点 0.15

地盤状況 土・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
図

万式は へ｀

全景写真 1
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石垣番号 h015 1地 区 名 1      小松山城跡 曲輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位
音
子 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

尊…

角の形状

右 1入角

左 1出
角

石垣延長 17.8天端 下端

石垣高さ
左 2.20           右 1,72

最高 404  最高点位置 右 505

石垣勾配
左 040      右 0.32

最高地点 040

地盤状況 土・斜面

石材種別 害幅巨

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハ ラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 現在は崩落の危険なし。木の影響でハラミ出し。急斜面のため裾に台石を敷く。鏡積

破損の要因と破損状況
図

/772え

/
解を,ζ茂 爵々壕涛風ちり 千紳nん と伽tミよヽくれも

9_                           Om

・施工法等構造上の問題など
により、 4ヽハラミがみられ
る。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 輸n016 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 郭 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 佳ω     下端 640

石垣高さ
左 2.20            右 220

最高 2.20  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.20           右 040

最高地点 0.20

地盤状況 上・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ。乱積

石垣現状 良好 。小ハラミ・ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 崩落の危険なし。隅角部で巨木の根が石垣を抱く

破損の要因と破損状況
図

0につ`務あり謝吻なレ

セ:冽卜とじt)姑ι獄【海゙
｀

万垣と絶く

′ヽラミ ?__ 1   ?  '  I  SW

石垣面の樹木の影響などに
より、ハラミがみられる。

施工法等構造上の問題など
により、 /1ヽハラミがみられ
る。

左変由点 右変曲点
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石垣番号 lQn 017 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位
昔
子 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天 端 下 端

石垣高さ
左 050           右 2.20

最高 220  最高点位置 右

石垣勾配
左 010           右 0.20

最高地点 020

地盤状況 土・斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。

破損の要因と破授状況
図

み髪4__

施工法等構造上の問題など
により、 小ハラミがみられ
る。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 kll1 018 1地 区 名 1      小松山城跡 曲 輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 その他 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中′離 [に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 6.80         下端 680

石垣高さ
左 040       右 024

最高 040  最高点位置 右

石垣勾配
左 000            右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 土 。平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。右端は巨石の石列

破損の要因と破損状況
略 図

み欽津
将Й2航

O   l   ?   争   :  舶

T～ と鳥ゑ 守

チ蒻  処

全景写真 1
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石垣番号 loa 019 1地 区 名 1      小松山城跡 曲輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 その他 石垣位置 G亥

激

角の形状

右1入角

左 1入角

石垣延長 天端 5.80         下端 5.80

石垣高さ
左 0.25      右 040

最高 040  最高点位置 右

石垣勾配
左 000           右 0.00

最高地点 000

地盤状況 土 。平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
図

]、 欽

A羊
1～

拗
°~~―

一 一
Jm

左変曲点
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石垣番号 曲n020 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 その他 石垣位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

イ| |イ 翻″  ″/   た

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 下端 174

石垣高さ
左 040      右 0.25

最高 087  最高点位置 左 8.0

石垣勾配
左 000           右 0.00

最高地点 010

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ翔

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。小石材。

破損の要因と破損状況
図

舛れ岸 ギス2娩

募た ヒ____二____ユOm

No夕と～形の命r―ユη

魯、、71て
`柱

われて2鼠

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 krr1 021 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 その他

角の形状

右 |す り付け

左1出角

石垣延長 天端 2.60     下端 260

石垣高さ
左 045         右 045

最高 045  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割石・野面石

石積正法 その他

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
図

亘

玖塩

残々ιわザ

発・繋就 ,お t■

>矯海iユ L
,こうやり

…

抑

全景写真 1
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石垣番号 krn 022 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 その他 石垣は円内中心部に在する)

奪…

/

中
　

ジ

石垣位置

角の形状

右 |その他

左 |その他

石垣延長 天端 180     下端 180

石垣高さ
左 052      右 040

最高 0,82  最高点位置 左 080

石垣勾配
左 0.00           右 0,00

最高地点 0.00

地盤状況 土

石材種別 野面石 。その他

石積工法 その他

石垣現状 良好

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
図

予
ミ
唾
黎
よ
ぃ

海,2,1よ iド 不DR

か修tvタポぉ4ぅ

んをしヽ1,キ 万うヾ」∬卜

全景写真 1
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石垣番号 lql1 023 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 その他

角の形状

右|その他

左 |そ の他

石垣延長 天端 130         下端 1.30

石垣高さ
左 090            右 0.30

最高 090  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 土 。平坦面

石材種別 野面石 。その他

石積工法 その他

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。自然岩の上に積んでいるようでもある

破損の要因と破損状況
略

多工瑳ぞ`となりおぞ

修 セ`ンタ●く'あ琢'う

全景写真 1
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石垣番号 甑 024 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 大手御門脇曲輪

石垣部位 その他 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中,b部 に在する)

角の形状

右 1折 (入角)

左 1折

石垣延長 天端 2.80          下端 285

石垣高さ
左 145      右 0,98

最高 145  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 土 。平坦面

石材種別 野面石

石積工法 その他

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。 本巻き状の石。自然岩か ?

破損の要因と破損状況
図

/vE彰いう)'傷然筋みかヽ

全景写真 1
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大手御門脇曲輪

崩落の危険なし。

略 図

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

た。工翠ん垣_と

む弘海う

天端 1.35     下端 1.55

左 169        右 140

最高 169  最高点位置 左

左 025            右 0.30

破損の要因と破損状況

全景写真 1
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石垣番号 klla 026 1地 区 名 1      小松山城跡 曲輪 名 1      大手御門脇曲輪

石垣部位 郭 。その他 垣は円内中 勇
ｎ

鱒
学

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 0.85          下端 0,90

石垣高さ
左 1.65            右 1.65

最高 1.65  最高点位置

石垣勾配
左 0.25      右 025

最高地点 0.25

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。大石縦使い。

破損の要因と破損状況
略 図

ノ

全景写真 1
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石 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)

崩落の危険なし。天端出角崩落か。角が明瞭でない。

略 図

4纂蒻|く

ス字Fみ

嘘 〕…‐Ⅲ
…

廂

すり付け 。岩にすりつけ

天端 150     下端 1,60

最高 148  最高点位置 右

0.35           右 0.15

最高地点 0.15

打込ハギ・乱積

良好・部分崩壊か

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1 全景写真 2
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石 la位置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

崩落の危険なし。天端出角崩落か。角が明瞭でない。

小松山城跡

天端 140     下端 140

1,78           右 139

最高 1,78  最高点

打込ハギ・乱積

部分崩壊か

笏が1ど ,そりtrJヮ

ー孝,腕擁れ`

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 hn 029 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 十       二の丸

石垣部位
一子

石 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)

角の形1犬

右 |す り付け

左1出角

石垣延長 天端 5。25     下端 4ω

石垣高さ
左 3.83           右 376

最高 3.83  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.35           右 0.50

最高地点 0.35

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好・小ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。露岩へのすり付け。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

夕竃
`遊

】彰〕i卜格

ス解加 スタどル

立ルゼ'学た

・露岩と築石面の不整合など
により、小ハラミがみられ
る。

右変曲点 全景写真 1
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石垣番号 lqa1 030 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪名十        三の丸

石垣部位 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左1入角

石垣延長 天端 下端 495

石垣高さ
左 597            右 5,81

最高 5,97  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.25           右 0.22

最高地点 0.25

地盤状況 土 。平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

家〃れ

瑳建しそ(lB

全景写真 1 全景写真 2

つ
４
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石垣番号 断吐031 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪名十       三の丸

石垣部位
吉
〒 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 7,00         下端 8.20

石垣高さ
左 &05      右 5つ0

最高 &05  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.32         右 030

最高地点 0.32

地盤状況 土 。石段

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好・ヌケ(1石)

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。積石 1石ヌケ。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
略 図

9  ,  ギー ー 1  蒟

・施工法等構造上の問題など
により、ヌケがみられる。

左変由点 右変曲点
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石垣番号 km 032 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 十        三の丸

石垣部位
古
子 石 垣 位 置 (岳亥当石垣は円内中心部 に在す る )

角の形J犬

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 400     下端 340

石垣高さ
左 7.73           右 805

最高 805  最高点位置 右

石垣勾配
左 035           右 0.30

最高地点 0.30

地盤状況 雨溝

石材種別 害

"ζ

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

監 ‐ _生 ‐ _← 抑

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 晰n033 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪名十      三の丸

石垣部位
工
予

石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

鴛

「

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 14.30        下端 1330

石垣高さ
左 541      右 760

最高 7.60  最高点位置 右

石垣勾配
左 0,30        右 042

最高地点 042

地盤状況 雨溝

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
略 図

協本絃

左変曲点 右変曲点
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